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自然言語におけるディープラーニングのインパクト
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2012年にDeep Learningが画像認識で大きなブレークスルー
2015年には画像・音声分野で人間を超える精度を達成

松尾研主催スプリングセミナー「Deep Learning for NLP」(2020年3月）資料より

• 自然言語処理（NLP）では、

• 2018年から急激に精度が向上し、

GLUE評価で人間の精度を超えた

GLUE（NLPベンチマーク）の精度推移

CBoW LSTM+Attn BERTELMo XLNet T5

人間：87.1

わずか2年で約25%向上

データセット 概要

CoLA 正しい文法で書かれているかの二値分類

SST-2
映画レビューのpos/neg判定。文を構文木解析し，各フレーズごとに
pos/negが振られているが、GLUEでは文単位のもののみを対象として
いる。

MRPC 2文が同じ意味かどうかの二値分類

STS-B 2文の類似度を1--5で評価

QQP 2つの質問文が同じ意味かどうかの二値分類

MNLI 前提の文と仮説の文に対して、含意的/矛盾/無関係の3クラス分類。

QNLI
SQuADの文章と質問のペアを，文章中の各文と質問のペアにし，そ
の各文に質問の回答が含まれているかの二値分類を行う。

RTE 2文の含意の二値分類

GLUE (General Language Understanding Evaluation)



GPT-3の進展

• 多くのタスクがGPT-3によって可能になる可能性

– 法務、人事、調達、交渉、調整、…

• 画像や映像の処理にも波及

– iGPT、ViT、DETRなどのトランスフォーマを画像に適用する技術

– すでに最新の教師あり学習と同程度の性能

• こうした変化が英語圏（および中国語圏）が先導して起こり、日本語圏での活用が大きく遅れる懸念

– データ量（数超words）、巨大なモデル（1750億パラメータ）、計算量（１回まわすのに巨額の費用）

• 今後も要注目
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